
奈
良
県
文
化
振
興
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
六
十
五
号

奈
良
県
文
化
振
興
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
九
条
）

第
二
章

歴
史
文
化
資
源
の
継
承
と
活
用
に
関
す
る
基
本
的
施
策
（
第
十
条
―
第
十
五
条
）

第
三
章

文
化
活
動
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
施
策
（
第
十
六
条
―
第
二
十
一
条
）

第
四
章

文
化
振
興
関
連
施
設
の
活
用
の
促
進
（
第
二
十
二
条
）

第
五
章

そ
の
他
の
措
置
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
六
条
）

附
則

奈
良
は
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
様
々
な
文
物
の
発
祥
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
固
有
の
文
化
及
び

外
来
の
文
化
が
交
流
し
て
融
合
し
、
日
本
の
国
家
と
し
て
の
基
礎
が
築
か
れ
た
場
所
で
あ
る
。
古
来
よ

り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
豊
富
な
歴
史
文
化
資
源
を
有
す
る
本
県
の
強
み
を
生
か
し
、
歴
史
文
化

資
源
の
継
承
及
び
活
用
並
び
に
文
化
活
動
の
振
興
を
通
じ
て
郷
土
の
誇
り
を
醸
成
し
、
地
域
の
振
興
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
県
の
担
う
べ
き
使
命
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
県
で
は
、
日
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
に
す
る
文
化
の
振
興
に
関
す
る
施

策
を
推
進
し
、
文
化
活
動
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
世
代
を
問
わ
ず
共
に
楽
し
み
、
絆
を
深

き
ず
な

め
る
た
め
の
取
組
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
は
全
国
に
も
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

近
年
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
の
文
化
を
取
り
巻
く
社
会
的
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
の
継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴

う
様
々
な
主
体
間
の
交
流
、
新
た
な
分
野
に
お
け
る
連
携
等
に
よ
り
、
新
し
い
文
化
の
創
造
及
び
文
化

の
継
承
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

変
化
す
る
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
等
の
文
化
の
振
興
の
拠
点
を
活
用
し
て
、

歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
と
文
化
活
動
の
振
興
を
一
体
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
で
、
心
豊
か
な

県
民
生
活
を
実
現
し
、
観
光
・
産
業
振
興
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
等
の
政
策
間
連
携
に
よ
る
地
域

振
興
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
並
び
に
文
化
活
動
の
振
興
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
明
ら



か
に
し
て
そ
の
方
向
性
を
示
し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
本
県
の
特
性
を
生
か
し
た
文
化
を
振
興
し
、
世
界
に
冠
た
る
文
化
の
都
と
し
て
の
奈
良
県
を
創
る

た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
文
化
振
興
（
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
並
び
に
文
化
活
動
の
振
興
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び
に
県
民
、
歴
史
文
化
資
源
の

継
承
及
び
活
用
を
行
う
者
、
文
化
活
動
を
行
う
者
、
教
育
機
関
並
び
に
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、
そ
の
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
文
化
資
源
に
対
す
る
理
解
及
び
関
心
の
増
進
並
び
に
文
化

活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
心
豊
か
な
県
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

歴
史
文
化
資
源

有
形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化
に
関
す
る
資
源
で
あ
っ
て
、

歴
史
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
も
の
を
い
う
。

二

文
化
活
動

次
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
活
動
を
い
う
。

ア

芸
術
（
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
写
真
、
演
劇
、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
術
（
イ
に
規
定
す
る
メ
デ

ィ
ア
芸
術
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）

イ

メ
デ
ィ
ア
芸
術
（
映
画
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
他
の
電
子
機

器
を
利
用
し
た
芸
術
を
い
う
。
）

ウ

伝
統
芸
能
（
雅
楽
、
能
楽
、
文
楽
、
歌
舞
伎
、
民
俗
芸
能
そ
の
他
の
伝
統
的
な
芸
能
等
を
い

う
。
）

エ

生
活
文
化
（
茶
道
、
華
道
、
書
道
、
食
文
化
そ
の
他
の
生
活
に
係
る
文
化
を
い
う
。
）

（
基
本
理
念
）

第
三
条

文
化
振
興
は
、
歴
史
文
化
資
源
が
県
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
こ
と
及
び

文
化
活
動
が
生
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
県
、
県
民
、
歴
史
文
化
資
源
の
継
承

及
び
活
用
を
行
う
者
、
文
化
活
動
を
行
う
者
、
教
育
機
関
、
事
業
者
そ
の
他
の
主
体
の
相
互
の
連
携

及
び
協
力
の
下
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一

歴
史
文
化
資
源
を
通
し
て
、
地
域
の
文
化
に
対
す
る
理
解
及
び
関
心
を
増
進
し
、
誇
り
と
愛
着

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
。

二

文
化
を
享
受
す
る
こ
と
が
人
々
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
県
民
及
び
県

を
訪
れ
る
者
が
そ
の
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
経
済
的
な
状
況
又
は
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず

等
し
く
、
文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

個
人
の
自
主
性
及
び
創
造
性
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

四

文
化
振
興
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
価
値
を
文
化
の
継
承
、
発
展
及
び
創
造
に
活
用
す
る

こ
と
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
文
化

振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

県
は
、
前
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
、
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
を

行
う
者
、
文
化
活
動
を
行
う
者
、
教
育
機
関
、
事
業
者
、
市
町
村
、
他
の
都
道
府
県
、
国
そ
の
他
の

主
体
と
連
携
し
、
及
び
協
働
す
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
役
割
）

第
五
条

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
振
興
に
つ
い
て
の
理
解
及
び
関
心
を
深
め
る
と
と

も
に
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
並
び
に
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
文

化
振
興
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
を
行
う
者
の
役
割
）

第
六
条

歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
を
行
う
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
歴
史
文
化
資
源

が
県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
文
化
振
興
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

（
文
化
活
動
を
行
う
者
の
役
割
）

第
七
条

文
化
活
動
を
行
う
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
文
化
活
動
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
機
関
の
役
割
）

第
八
条

教
育
機
関
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
歴
史
文
化
資
源
及
び
文
化
活
動
に
親
し
む
機
会
を

提
供
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

教
育
機
関
は
、
人
材
の
育
成
、
調
査
研
究
そ
の
他
の
教
育
研
究
活
動
を
通
じ
て
、
文
化
振
興
に
積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。



（
事
業
者
の
役
割
）

第
九
条

文
化
振
興
を
業
と
し
て
行
う
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化
振
興
に
つ
い
て
の
理
解

及
び
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
業
活
動
に
お
け
る
文
化
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
文
化
振

興
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

歴
史
文
化
資
源
の
継
承
と
活
用
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
地
域
住
民
の
誇
り
の
醸
成
等
）

第
十
条

県
は
、
県
民
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
の
文
化
に
対
す
る
理
解
及
び
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、

誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び

活
用
の
推
進
に
係
る
取
組
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
化
財
の
修
復
、
公
開
等
に
対
す
る
支
援
）

第
十
一
条

県
は
、
歴
史
文
化
資
源
の
う
ち
、
文
化
財
（
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
文
化
財
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
、

そ
の
修
復
、
公
開
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
県
は
、

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
の
一
体
的
な
展
開
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

（
交
流
の
促
進
）

第
十
二
条

県
は
、
歴
史
文
化
資
源
に
関
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
た
め
、
国
内
外
に
お
け
る
本
県
の

歴
史
文
化
資
源
を
紹
介
す
る
機
会
の
確
保
、
歴
史
文
化
資
源
に
関
す
る
研
究
に
係
る
地
域
間
交
流
及

び
国
際
交
流
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
に
関
す
る
活
動
の
促
進
）

第
十
三
条

県
は
、
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
に
関
す
る
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
県
民
が

歴
史
文
化
資
源
に
親
し
み
、
及
び
歴
史
文
化
資
源
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提
供
そ
の

他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
人
材
育
成
等
）

第
十
四
条

県
は
、
歴
史
文
化
資
源
の
継
承
及
び
活
用
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
歴
史
文
化

資
源
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
、
教
育
機
関
に
お
け
る
学
習
の
支
援
、
文
化
財
の
修
復
に
係
る
講
習
等

の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
歴
史
文
化
資
源
の
把
握
等
）

第
十
五
条

県
は
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
歴
史
文
化
資
源
を
把
握
し
、
当
該
歴
史
文
化

資
源
の
継
承
及
び
活
用
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
歴
史
文
化
資
源
の
魅
力
を
周
知
し
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
把
握
し
た
歴
史
文
化
資



源
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

文
化
活
動
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
地
域
に
お
け
る
文
化
活
動
に
対
す
る
支
援
等
）

第
十
六
条

県
は
、
地
域
の
文
化
活
動
の
振
興
及
び
こ
れ
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域
住
民
及
び
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
文
化
活
動
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
伝
統
芸
能
等
の
継
承
、
発
展
及
び
保
存
に
対
す
る
支
援
等
）

第
十
七
条

県
は
、
伝
統
芸
能
及
び
生
活
文
化
（
以
下
「
伝
統
芸
能
等
」
と
い
う
。
）
の
継
承
、
発
展

及
び
保
存
を
図
る
た
め
、
情
報
の
提
供
、
指
導
、
助
言
、
発
表
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
交
流
の
促
進
）

第
十
八
条

県
は
、
文
化
活
動
を
通
じ
た
相
互
理
解
を
図
る
た
め
、
文
化
活
動
に
係
る
地
域
間
交
流
及

び
国
際
交
流
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
文
化
活
動
の
充
実
）

第
十
九
条

県
は
、
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
広
く
県
民
が
自
主
的
に
文
化
活
動
に
参
加
し
、

又
は
こ
れ
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
前
項
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
が
そ
の
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
経
済
的
な

状
況
又
は
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
活
動
に
取
り
組
み
、
文
化
活
動
を
通
じ
た
交
流
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３

県
は
、
子
ど
も
の
創
造
性
及
び
感
性
並
び
に
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
た
め
、
幼
少
期
か
ら

文
化
活
動
に
親
し
む
機
会
の
創
出
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４

県
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
け
る
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
文
化
活
動
に
関
す

る
体
験
学
習
の
充
実
、
教
育
機
関
に
お
け
る
文
化
活
動
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

（
人
材
育
成
等
）

第
二
十
条

県
は
、
文
化
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
創
造
的
文
化
活
動
を
行
う
者
、
伝
統
芸
能
等
の

継
承
を
行
う
者
、
文
化
活
動
に
つ
い
て
指
導
を
行
う
者
、
文
化
活
動
に
関
す
る
企
画
又
は
制
作
を
行

う
者
、
文
化
施
設
の
管
理
及
び
運
営
を
行
う
者
そ
の
他
の
文
化
活
動
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保
に

必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
収
集
及
び
発
信
）



第
二
十
一
条

県
は
、
文
化
活
動
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
県
内
の
文

化
活
動
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
県
民
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
の
国
内
外
へ
の
発
信

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

文
化
振
興
関
連
施
設
の
活
用
の
促
進

第
二
十
二
条

県
は
、
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
そ
の
他
の
文
化
振
興
に
関
連
す
る
県
の
施
設
を
前
二
章

に
定
め
る
施
策
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
観
光
、
産
業
等
の
分
野
と
連
携
し
た
効
果
的
な

運
営
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

そ
の
他
の
措
置

（
市
町
村
と
の
連
携
）

第
二
十
三
条

県
は
、
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
市
町
村
が
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実

施
す
る
た
め
の
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
顕
彰
）

第
二
十
四
条

県
は
、
文
化
振
興
に
関
し
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
顕
彰
す
る
も

の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
二
十
五
条

県
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
状
況
の
公
表
）

第
二
十
六
条

知
事
は
、
毎
年
度
一
回
、
こ
の
条
例
に
基
づ
き
県
が
講
じ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
と
り

ま
と
め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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